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東⽇本⼤震災等の現場では

教訓がどう引き継がれたのか

ですが・・・

姥浦道生
（東北大学災害科学国際研究所）

ubaura@tohoku.ac.jp

2025年3月21日(土)13:30～
公益社団法人日本都市計画学会関西支部2024年度シンポジウム

『震災復興の継承 阪神・淡路大震災から30年
能登半島地震等の震災復興に経験は生かされているか』

＠兵庫県中央労働センター



本日の話

 はじめに

 東日本大震災と復興空間計画の概略

 防潮堤問題にみる総合的「地区の論理」と縦割り的「事業の論理」

 地区レベルの計画策定プロセス

 まちづくり会社・エリアマネジメント

 まとめ
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簡単な自己紹介

 職歴
2003-05 豊橋技術科学大学COE研究員

2005-08 大阪市立大学工学部助手・助教

2008-20 東北大学大学院工学研究科 准教授

2020- 同教授 （2022- 同災害科学国際研究所に配置転換）

 専門
都市計画・土地利用計画

東日本大震災後は「復興」都市計画・土地利用計画

 震災復興への関わり
自治体の委員等

国土交通省震災復興パターン検討調査監理委員（宮古市, 塩竃市）

石巻市「復興まちづくり推進会議」委員(市街地WG座長）

国の委員等

国土交通省「東日本大震災による津波被害からの復興まちづくり検証委員会」委員

復興庁「東日本大震災からの復興の総括に係るWG」委員

さらに現在・・・

輪島市「復興まちづくり計画検討委員会」委員長

珠洲市国土交通省作業監理委員会委員
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復興まちづくり技術の伝播

4

災害

災害

平常時平常時

はじめに



いくつかの言い訳

 「阪神淡路大震災」と「東日本大震災」

 「東日本大震災からの復興」の多様性
被災の多様性

地域特性の多様性

復興計画の多様性

復興プロセスの多様性

 「そもそも「阪神淡路大震災」をどれだけ姥浦は理解しているのか？」問題

5

阪神淡路大震災 東日本大震災

メインのハザード 地震 津波

人口趨勢 増加 減少

地域特性 大都市 地方都市・農漁村

震災前の課題 過密 過疎

本プレゼン：東日本大震災（の一部）の話

＋

「どう引き継がれたのか？」については後半のディスカッションで
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2011.03.11 東日本大震災
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最大震度 ７ （栗原市）

死者 19,418人
行方不明者 2,592人
全壊家屋 121,089棟
半壊家屋 278,496棟
津波浸水範囲面積 約561㎞2（山手線

内側の約9倍）

（2016年3月8日現在、消防庁まとめ）

東日本大震災と復興の概略



復興計画のイメージと計画策定プロセス
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（出典：宮城県震災復興計画）

L1対応L2対応

➀② ③

東日本大震災と復興の概略



「移転型」

9

東日本大震災と復興の概略



「原位置再建型」
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東日本大震災と復興の概略



高台移転＋原位置再建（宮古市田老地区）

11 （出典：宮古市資料）

東日本大震災と復興の概略



本日の話

 はじめに

 東日本大震災と復興空間計画の概略

 防潮堤問題にみる総合的「地区の論理」と縦割り的「事業の論理」

 地区レベルの計画策定プロセス

 まちづくり会社・エリアマネジメント

 まとめ

12



13



14



「地区」は低い高さでまとまっていたが・・・
反映させるプロセス（手続規定）の欠如／「地区」の定義の欠如15



いくつかの論点

 横断的総合的「地区の論理」と縦割り的「事業の論理」
「地区」に事業の決定権なし ⇔ 事業決定権は事業の実施者

宮城県知事：安全性を重視してL1高さを譲らず

高さ（安全性基準）を含めて地区に決定権を与えるべきか？

「地区」外には直接的影響なし

一律を外れるという「間接的影響」を県は恐れる

⇔「広域の論理」との調整はまた別問題

 「地区住民意向」の公定化
何を以て「住民意向」とするか？

まちづくり協議会の決定／自治連合会の決定＝地区の意思決定とする等、公定化プロセスの必要性

地域自治／地区レベルのエリアマネジメントとも関係
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防潮堤問題にみる総合的「地区の論理」と縦割り的「事業の論理」



気仙沼市大谷海岸（住民計画）

17 出典：三浦友幸氏資料

防潮堤問題にみる総合的「地区の論理」と縦割り的「事業の論理」



気仙沼市大谷海岸（行政調整）

18 出典：三浦友幸氏資料

防潮堤問題にみる総合的「地区の論理」と縦割り的「事業の論理」
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石巻市中心市街地（商業者計画）
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出典：『石巻街並みづくりの道しるべ」

防潮堤問題にみる総合的「地区の論理」と縦割り的「事業の論理」



石巻市中心市街地（行政・民間調整）

21 出典：『石巻かわまち交流拠点グランドデザイン』

防潮堤問題にみる総合的「地区の論理」と縦割り的「事業の論理」



22



23



地区のビジョンと事業実現のための調整
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地区レベルの
総合的計画

縦割り的
事業間の調整

「地区の論理」 「事業の論理」

実現

フィードバック

ハード⇔ソフト

・一元化の重要性
・市町村中心（コント
ロールタワー）

総合化による
・地区の魅力向上
・無駄の削減

道路

住宅

堤防 産業

福祉

道路部局

住宅部局

河川部局

産業部局
福祉部局

都市計画部局

・住民（プレーヤー）中心
（エリマネも視野に）
・代表性の確保
・市町村による組織／

プロセスの公定化
・専門家の支援

防潮堤問題にみる総合的「地区の論理」と縦割り的「事業の論理」
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宮古市：「地区復興まちづくり検討会」
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（出典：中村・去石・前川他「宮古市の復興ま
ちづくりと住民参画の取り組みについて」

地区レベルの計画策定プロセス



宮古市：「地区復興まちづくり検討会」
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地区レベルの計画策定プロセス



宮古市：「地区復興まちづくり検討会」
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地区レベルの計画策定プロセス



本日の話

 はじめに

 東日本大震災と復興空間計画の概略

 防潮堤問題にみる総合的「地区の論理」と縦割り的「事業の論理」

 地区レベルの計画策定プロセス

 まちづくり会社・エリアマネジメント

 まとめ

29



30



31



株式会社 街づくりまんぼう

 概要
2001年設立、半官半民の第三セクター

スタッフ：23名

萬画館運営事業、販促事業、まちづくり事業

マンガグッズによる販促事業の収益を、まちづくり事業へ投資

2020年5月に都市再生推進法人に指定

公的な位置づけをもってまちづくりに取り組む

 街づくり事業
中心市街地の復興・活性化に向けたビジョンの作成

商店街向け、行政向け、エリアごとなど複数の計画を作成

商店街への集客企画、復興事業で整備された堤防広場の活用

夜店・売り出し、かわまちオープンパークでのイベント募集、運営

遊休不動産を活用したチャレンジショップやマンガ交流拠点の整備運営

橋通りCOMMON(終了)、いしのまきMANGA .lab ヒトコマなど

32 （出典：苅谷智大氏「都市計画」講義資料）

まちづくり会社・エリアマネジメント
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まちなか交流拠点グランドデザイン
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まちづくり会社・エリアマネジメント



35



36



まちづくり計画の策定

37
■商店街の復興まちづくり計画（2014） ■石巻かわまちエリア未来ビジョン（2024）

（出典：苅谷智大氏「都市計画」講義資料）

まちづくり会社・エリアマネジメント



空き地・空き家利活用プロジェクト
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空き地を活用して「橋通りCOMMON」
(震災後空き地となった敷地に車両型店舗を整
備し、I・Uターン者による本設出店を促進)

空き店舗を活用した「いしのまきMANGA 
lab. ヒトコマ」

（マンガ家などクリエイター育成支援拠点）
（出典：苅谷智大氏「都市計画」講義資料）

まちづくり会社・エリアマネジメント



（株）キャッセン大船渡
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■事実上の公設民営によるテナントマネジメント
⇒所有者の事情によるシャッター化の防止（「所有」と「利用」の分離）

■資金源の確保による多様なソフト事業の展開

まちづくり会社・エリアマネジメント



㈱女川みらい創造

40 『女川町まちなか再生計画』

まちづくり会社・エリアマネジメント



本日の話のまとめ

 はじめに
さまざまな言い訳

 東日本大震災と復興空間計画の概略
L1、L2／移転型・原位置かさ上げ再建型・・・

 防潮堤問題にみる総合的「地区の論理」と縦割り的「事業の論理」
総合的「地区の論理」に基づく縦割り的「事業の論理」の調整必要性

 地区レベルの計画策定プロセス
多様な計画プロセス：官製～民製～無

 まちづくり会社・エリアマネジメント
復興まちづくりから平時のエリアマネジメントへ
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ご清聴いただきありがとうございました

<(_ _)>
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